
                  

 

お問い合わせ先 

商工観光部 商工振興課 担当者：中尾 
電話：0573-66-1111（内線 4265）  

中津川市 報道発表資料 

  令和 6年 9月 27 日 

 
株式会社七福が市長を表敬訪問します 

 

株式会社七福が、自社栽培の栗（えな宝月）を原材料とした「中津川栗きん

とん」が、NPO 法人「ベジプロジェクトジャパン」のヴィーガン認証取得を市長

に報告します。 

 
■日時 

令和６年 10 月 1 日（火曜日）10 時 00 分から 10 時 30 分 

 

■場所 

中津川市役所 本庁舎 ３階 市長公室 

 

■訪問者 

  株式会社七福  代表取締役社長 安藤 隆生 氏 

 

■概要 

   中津川宿を経由し妻籠宿に至る木曽路は、外国人観光客に人気のスポットとなってい

るため、インバウンド需要の掘り起こしと中津川の食文化の歴史を訪れる外国人観光客

らに伝えることを目的としてヴィーガン認定の申請したところ、和菓子店として、岐阜

県で最初の認証を受けた。（認証取得日：令和 6年 9月 9日） 

 

■ヴィーガン認証の概要 

 ・認証機関が商品を審査することで、商品が「確かに動物性由来のものを使わないヴィー

ガン」であることを保証する仕組み 

・今回は、NPO 法人「ベジプロジェクトジャパン」により認証されたもの。 

主な審査項目は以下のとおり 

  ①原材料として、肉魚介類卵乳製品はちみつなど、動物に由来するものを含まないこと 

  ②製造過程に関しては、同じ設備で動物由来のものの使用がありコンタミネーション（混

入）が起こりうる場合は、商品パッケージやメニューなどにその旨が記載されること 

  ③認証商品の製造前の設備において適切なコンタミネーション（混入）予防措置が実施

されること 

  ④ヴィーガンを「食に限らず、動物の搾取を避けるライフスタイル」と理解したこと 

 

■会社沿革など 

・1975 年創業。 

・中津川市内で和菓子店舗の運営のほか、岐阜県開発の栗品種「えな宝
ほう

月
げつ

」の栽培を行なっ

ている。 

・原料確保の課題は、主力商品の栗和菓子の存亡に直結するため2021年より栗の栽培を開始。 


